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★症状は急激に変化することがあるため、目を離さず、注意深く症状を観察する。経過は裏面の記録表を活
用する。
★　　の症状が一つでもあてはまる時は、エピペンⓇを使用する。（内服薬との併用は可能）

対象児童生徒名　　　　　　　　　　　　　　　

全身の
症状

呼吸器
の症状

消化器
の症状

皮膚の
症状

目・口・
鼻・顔面
の症状

①ただちにエピペンⓇ

救急車を要請する
を使用する

②
③その場で安静にする　
　(立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる 

　 目のかゆみ、充血
　 口の中の違和感、唇の腫れ
　 くしゃみ、鼻水、鼻づまり

　 軽度のかゆみ
　 数個のじんましん
　 部分的な赤み

　 数回の軽い咳

　 顔全体の腫れ
　 まぶたの腫れ

　 中等度のお腹の痛み
　 1～2回のおう吐
　 1～2回の下痢

　 軽いお腹の痛み（がまんできる）
　 吐き気

　 強いかゆみ
　 全身に広がるじんましん
　 全身が真っ赤

上記の症状が

　 ぐったり
　 意識もうろう
　 尿や便をもらす
　 脈がふれにくいまたは不規則
　 唇や爪が青白い

　 のどや胸が締め付けられる
　 声がかすれる
　 犬がほえるような咳
　 息がしにくい
　 持続する強い咳き込み
　 ゼーゼーする呼吸

　 持続する強い(がまんできない)
　 お腹の痛み
　 繰り返し吐き続ける

ただちに救急車で
医療機関へ搬送

①内服薬を飲ませる

安静にし、
注意深く経過観察

症状チェックシート

観察を開始した時刻（　　時　　分）　内服した時刻（　　時　　分）　エピペンⓇを使用した時刻（　　時　　分）

①内服薬を飲ませ、エピペンⓇ

を準備する
②速やかに医療機関を受診する
　　　(救急車の要請も考慮 )

速やかに
医療機関を受診

③医療機関に到着するまで
目を離さずに観察、記録し、

　　　の症状が1つでも当ては
まる場合、エピペンⓇを使用
する

②目を離さずに観察し、症状
の経過を記録する。症状の
改善がみられない場合は医
療機関を受診する
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◇救急搬送の際、救急隊員へ引き継ぎます。　

厚生労働省：「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を一部改変し、引用　

経過記録票
　　　　　　　○○○　　　　学校　

　　年　　組　名前　　　　　　　　　　　　　　生年月日　平成　　年　　月　　日（　　）歳
住所

1　誤 食 時 間 平成　　　年　　　月　　　日（　　）　　　時　　　分
2　食べたもの
3　食 べ た 量

4　処　　　理

【処置】・口の中のものを取り除く　　・うがいをする　　・手を洗う
　　　・触れた部位を洗い流す
【内服薬の使用】使用した薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【エピペンⓇの使用】　あり　・　なし

5　症　　　状

臓器 重症度 症　　　　　状

【皮　膚】
Ａ ①部分的なじんましん、赤み、かゆみ
Ｂ ②広範囲なじんましん、赤み、強いかゆみ

【粘　膜】

Ａ ③軽い唇やまぶたの腫れ
Ｂ ④明らかな唇やまぶたの腫れ、顔全体の腫れ
Ｃ ⑤飲み込み辛さ
Ｄ ⑥声がれ、声が出ない、のどが締め付けられる

【呼吸器】
Ａ ⑦鼻汁、鼻閉、単発の咳
Ｂ ⑧時々繰り返す咳
Ｃ ⑨強い咳き込み、声がれ、ぜん鳴（ゼーゼー、ヒューヒュー）、呼吸困難

【全　身】

Ａ ⑩普段よりやや元気がない
Ｂ ⑪明らかに元気がない、立っていられない
Ｃ ⑫横になりたがる、ぐったり
Ｄ ⑬血圧低下、意識レベル低下、消失、失禁

【消化器】
Ａ ⑭軽い腹痛、単発のおう吐
Ｂ ⑮明らかな腹痛、複数回のおう吐や下痢
Ｃ ⑯強い腹痛、繰り返すおう吐や下痢

6　症 状 経 過

時間 症　状 脈拍（回／分）呼吸数（回／分）体温（℃） 備考欄

7　記 録 者 名 

8　医 療 機 関
医療機関名　　　　　主治医名　　　　　電話番号
備考（ＩＤ番号等）


